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1. 本研究の背景と目的  

 岐阜県高山市は古い町並や豊かな自然資源など

を活かし，平成 31 年には過去最高の観光客入込

み者数を記録した[1]．成長を続ける観光分野にお

いても客観的な証拠に基づいたエビデンス・ベー

スでの政策立案（EBPM）の重要性はかねてより言

及されている[2]が，新型コロナウイルスの流行に

より人々の行動や意識は一変し，その変化を適時

適切に捉えていくことはますます重要なこととな

っている[3]． 

本研究では，顔認識システムを用いて通行人のデ

ータを収集，分析をすることで来訪者の人数や属

性とその変化を明らかにすることを目的とする． 

 

2. 実験概要 

本研究は NEC ソリューションイノベータ株式会

社の「FieldAnalyst」を高山市上三之町のまちか

ど観光案内所（以下「古い町並」という）とJR高

山駅東口（以下「駅前」という）の2箇所に設置

し，通行人のデータを収集した．FieldAnalyst は

カメラに映った人物の歩行方向を取得することが

でき，対象の人物がカメラに向かってくる場合は

「入場方向」，反対にカメラから遠ざかっていく場

合は「退場方向」として記録され，入場方向であ

った場合，その人物の年齢や性別といった属性情

報を計測できる．本研究では古い町並では南から

北，駅前では東から西に進む方向を入場とし，2020

年 4 月 27 日（月）から10 月 25 日（日）までの期

間を分析の対象とした． 

 

3. 実験結果と考察 

3.1. 来訪者総数 

図１は古い町並みと駅前における入場者数と退

場者数を合わせた総来訪者数の1日ごとの推移を

表している．古い町並みでは移動の自粛が徐々に

解除され始めた 6 月以降，土日を中心に徐々に増

えはじめた．7 月上旬には大雨の影響により一度

落ち込んだが，GoTo トラベルが開始された同月下

旬以降からは再び数を伸ばし平日の来場数も底上

げされた．一方，駅前では古い町並と比べて来訪

者数が少ない．これは現時点ではこの地域に訪れ

る人の多くが公共交通機関の利用を避け，自家用

車等の手段で訪れているという理由が考えられる． 

 
図1 来訪者総数（青:古い町並，橙:駅前） 

 

3.2. 男女ごとの来訪者数の変化 

 
図2 古い町並の人数推移（青:男，赤:女） 

 

 
図3 駅前の人数推移（青:男，赤:女） 

図 2，3は男女別の来場者数を週ごとに集計した

ものである．古い町並では 8 月中旬まで男女の数

にあまり差がない期間が続いたが，それ以降にな

ると女性の数が男性を大きく上回るようになった．

駅前では古い町並より絶対数が少ないためおおよ

その傾向となるが，4〜7月にかけて男性の方が多



い時期が続いたが，9 月になってからは古い町並

と同じように女性の数の方がやや多くなった． 

 

3.3. 時間別の入退場者数 

 

図4 古い町並時間別入退場数（青:退場，橙:入場） 

図 5 駅前時間別入退場数（青:退場，橙:入場） 

図 4，図 5 は時間別の入退場者数を表したもの

である．古い町並では入場方向，退場方向共に13

時がピークとなっている．駅前では入場方向は14

時から18時にかけて，退場方向は10時から12時

にかけてが多い時間となっている．方向を考慮す

ると，鉄道を利用する人の多くが 19 時前までに

は駅に向かっていると考えられる． 

 

3.4. 曜日ごとの時間別来訪者数 

 

図6 古い町並みの曜日ごとの時間別来訪者数 

 

図 7 駅前の曜日ごとの時間別来訪者数 

図6，7は各時間帯に訪れた人数をさらに曜日ご

とに分けたものである．古い町並では土日が多く，

特に日曜の12時から 14時が他の時間帯と比べて

多い．駅前でもやはり日曜，土曜の順で多いが，

古い町並ほどの大きな偏りはなく全体的にばらつ

いていることがわかる． 

 

4. おわりに  

顔認識システムを用いて高山市内の 2 地点で通

行人の分析を行い，各地点での総来訪者数や男女

別の推移，人の多い時間帯，曜日が明らかになっ

た．今後の課題として，現時点ではカメラを設置

した地点のみの局所的な分析に留まっているため，

他地域との連携や様々なデータと掛け合わせるこ

とで，広範囲かつ多角的に人の流れを捉えていく

ことが必要となる． 
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